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《 8月25日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》     

         

〇 ９月 ７日（土）中・西播磨支部学習会「中性」（後醍醐天皇）三木 英一 先生  

〇１０月１２日（土）中・西播磨支部学習会「近代」（後水尾天皇）中島  剛  先生 

〇１１月２３日（祝）天皇陛下の御在位をお祝いする県民の集い 

〇１２月 ８日（日）日本会議兵庫 神戸支部第３回総会 湊川神社 

                    （ 第２部 講演会 江崎 道朗 先生 演題（未）） 

〇１２月１４日（土）中・西播磨支部学習会「近現代」（大正・昭和）土肥 清明 先生 

 

     ＊未決定箇所については、決定でき次第お知らせ致します。 

《
兵
庫
県
本
部 

 

 

第
二
十
回
総
会
・
記
念
講
演
会
》 

 

令
和
元
年
七
月
一
五
日
（
月
）
、
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ
プ
ラ
ザ
淡
路
島
に
て
、

一
四
時
よ
り
総
会
、
一
五
時
よ
り
記
念
講

演
会
、
一
六
時
三
〇
よ
り
懇
親
会
が
行
わ

れ
た
。 

 

朝
八
時
、
湊
川
神
社
（
神
戸
市
）
正
門

前
に
集
合
、
各
自
、
拝
殿
に
て
参
拝
の

後
、
九
時
に
バ
ス
に
て
伊
弉
諾
神
宮
（
淡

路
市
）
に
向
け
て
出
発
。 

 

伊
弉
諾
神
宮
で
は
、
正
式
参
拝
の
後
記

念
撮
影
。
（
正
式
参
拝
中
の
写
真
撮
影
は

差
し
控
え
ま
し
た
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。
）

昨
日
の
天
候
と
は
異
な
り
雲
一
つ
無
い
晴

天
。
こ
れ
も
大
楠
公
・
小
楠
公
、
伊
弉
諾

尊
・
伊
弉
冉
尊
の
思
し
召
し
と
、
参
加
者

の
皆
様
、
淡
路
島
会
場
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様

の
日
頃
の
敬
神
生
活
の
賜
物
と
思
い
つ

つ
、
若
人
の
広
場
に
向
け
出
発
。 

 

バ
ス
の
中
で
は
淡
路
島
ス
タ
ッ
フ
準
備

の
お
弁
当
を
戴
い
た
。
「
こ
れ
な
か
な
か

美
味
し
い
よ
ね
、
伊
弉
諾
神
宮
出
入
り
の

お
弁
当
屋
さ
ん
？
」
な
ど
の
言
葉
が
弾
む

中
、
バ
ス
は
若
人
の
広
場
に
到
着
。
広
場

は
祖
国
日
本
を
お
守
り
下
さ
っ
た
戦
没
学

徒
の
皆
様
を
お
祭
り
す
る
場
所
。
皆
で
献

花
の
後
、
目
的
地
で
あ
る
会
場
（
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ
プ
ラ
ザ
淡
路
島
）
に
向
け

出
発
し
た
。
因
み
に
、
こ
の
広
場
は
毎
年

一
〇
月
に
な
る
と
「
戦
歿
学
徒
追
悼
祭
」

が
行
わ
れ
、
知
事
や
市
町
の
首
長
、
陸
・

海
・
空
自
衛
官
、
各
種
団
体
な
ど
の
参
列

者
で
埋
め
尽
く
し
ま
す
。 



《
総
会
》 

 

一
四
時
か
ら
の
総
会
で
は
、
開
会
の
辞

国
旗
儀
礼
、
国
歌
斉
唱
、
皇
居
遙
拝
、
黙

祷
、
日
本
会
議
綱
領
唱
和
、
主
催
者
代
表

挨
拶
（
三
木
英
一
日
本
会
議
兵
庫
会

長
）
、
来
賓
紹
介
、
来
賓
挨
拶
（
山
本
敏

信
兵
庫
県
議
会
議
員
、
垣
田
宗
彦
兵
庫
県

神
社
庁
庁
長
、
永
田
秀
一
兵
庫
県
議
会
議

員
）
、
祝
電
披
露
・
掲
示
案
内
、
報
告
並

び
に
議
事
、
宣
言
文
採
択
、
聖
寿
萬
歳
、

閉
会
の
辞
と
続
い
た
。 

 

特
に
令
和
元
年
度
県
本
部
活
動
方
針
の

内
容
は
研
ぎ
の
通
り
。 

一
、
世
界
に
冠
た
る
皇
統
を
戴
く
こ
と
の

意
義
を
恢
弘
す
る
。 

二
、
憲
法
改
正
を
目
指
す
。 

三
、
領
土
領
海
保
全
の
運
動
を
積
極
的
に

推
進
す
る
。 

四
、
外
国
人
地
方
参
政
権
付
与
、
選
択
的

夫
婦
別
姓
、
人
権
委
員
会
設
置
等
の
動
き

を
注
視
し
、
そ
の
立
法
化
を
阻
止
す
る
運

動
を
断
固
推
進
す
る
。 

五
、
教
育
基
本
法
の
主
旨
徹
底
と
こ
の
理

念
の
実
現
を
目
指
し
、
教
育
正
常
化
と
日

本
的
感
性
を
育
む
活
動
を
展
開
す
る
。 

六
、
日
本
の
文
化
・
伝
統
に
則
っ
た
憲

法
、
国
防
、
教
育
、
そ
の
他
の
時
局
に
関

す
る
研
修
会
を
開
催
し
、
国
民
世
論
の
啓

発
を
図
る
。 

七
、
時
局
へ
の
即
応
体
制
を
整
え
る
た
め

の
運
動
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
充

実
を
図
る
。 

八
、
県
下
各
地
区
に
支
部
を
結
成
し
、
女

性
の
会
と
共
に
運
動
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
会
員
組
織
の
拡
充
を

図
り
、
組
力
の
増
強
を
進
め
る
。 

九
、
日
本
会
議
の
活
動
を
継
承
す

る
次
世
代
の
育
成
を
進
め
る
。 

 
 《

記
念
講
演
会
》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

次
に
、
三
時
か
ら
の
講
演
会
で

は
、
元
宮
内
庁
掌
典
職
掌
典
次
長 

山
田 

蓉
様
よ
り
『
御
代
替
り
と
宮

中
祭
祀
』
と
題
し
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

譲
位
・
践
祚
に
つ
い
て
は
、
三
種
の
神

器
の
う
ち
、
特
に
八
咫
鏡
と
天
叢
雲
剣
の

継
承
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
お
祀
り
の
場

所
・
理
由
の
変
遷
を
記
紀
の
記
述
を
中
心

に
解
説
戴
き
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
中
で
は

御
神
鏡
（
八
咫
鏡
の
写
し
）
が
内
掌
典
に

よ
っ
て
日
々
お
世
話
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

お
教
え
戴
き
ま
し
た
。 

 

新
嘗
祭
と
大
嘗
祭
の
相
違
点
に
つ
い
て

は
、
大
嘗
祭
で
の
悠
紀
・
主
基
、
特
に
ト

定
か
ら
登
極
令
ま
で
の
悠
紀
国
・
主
基
国

の
選
定
方
法
の
変
遷
、
悠
紀
殿
・
主
基
殿

で
の
現
在
の
様
子
、
淡
路
国
と
の
関
わ
り

な
ど
を
解
説
戴
き
ま
し
た
。 

 

二
点
を
合
わ
せ
て
僅
か
一
時
間
一
〇
分

の
中
で
平
易
に
ご
解
説
賜
り
、
約
二
五
〇

名
の
出
席
者
の
中
に
は
、
熱
心
に
メ
モ
を

と
る
方
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

（
事
務
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桒
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宗
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記
） 

   令和元年 8月25日発行  日本の息吹（兵庫県版） 第214号 


